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5．2004年台風 23号 によ る丹後，野 田川・

大手川の 洪 水災害

　　　　　　　　　　　　　　　 植村　善博
’

　 5．1　は じめ に

　2004年 10 月 20 日 ， 台風 23 号 に よ る大規模

な 災害が 西 日本を中心 に 関東以西の 広 い範囲で

発生 した 。 こ れ に よ る被害 は死者・不明者 92 名，

負傷者 326名で こ の 年 の 総数 の 23％ と 22％ を 占

め る。被害家屋 の 全壊 893戸は総数 の 63％ を占

め ， 床上 浸 水 の 25368戸 ， 床下 浸 水 の 25368戸

は本年 の 34％ と 31％を占 め た。

　本論の 目的は　 1）昭和 28年災害以来最大規

模 の 台風災害が 発生 した京都府丹後地方の 本災害

の特徴を地形学的視点か ら記述す る こ と，2）野田

川お よ び大手川 の 隣接する両流域で の 洪水災害 の

実態 と発生要因を比較 ・考察す る こ と，3 ）災害

の 特徴や発生要因を分析す る に 当た り，流域 の 地

形地質，水理的条件や地域社会の 特質，河川や治

水に対す る社会の 対応 や 歴史性を も包含 した総合

的な水害環境の 概念を導入 し，流域 ご と に そ の特

徴を考察す る こ と の 重要性を示す こ と，で あ る 。

5．2　京都府の 災害と気象 ・水理状況

　5．2．1 京都府の 被害状況

丹後地 方 は 台 風 の 北 側 に 位置 し，広 い 範 囲

図 5−12004 年 10月 19 ・20 日 の 累積降水量 （京都

　　　 府他の 資料よ り作成）

・佛教 大学

平成 16年豪雨 に よ る土砂 災害

で 200mm 以 上の 降水量が あ っ た （図 5−1）。 半

島中央部 の 山間地，南部 の 大江 山山地周辺 で は

300mm 以 上 の 豪雨 と な っ た 。 20 日 の 14時〜

20 時 の 6 時間 に 降雨 の 大 部分が集 中 し た た め
，

土 石 流 の 発 生，堤 防破 壊 と農 地 へ の 砂 礫流 入，

家屋の 浸水や 田畑の 冠水など の災害が発生 した 。

ま た，猛烈な北 〜 北東の 強風が 吹 き荒 れ，舞鶴

で 52m ／s，岩滝で 46　m ／s の 瞬間最大風速を観

測 した 。

　京都府下で は死者 15名，負傷者 202名，全半

壊 354戸，床 上浸水 2726戸 など の 甚 大 な被 害 が

発生 した。被災住宅の 分布で は綾部市，福知山市 t

大江町， 舞鶴市など由良川中下流部および丹後地

方 に集中 し た 。 23 号に よ る風水害被害は 1950〜

60 年の 災害激発期を除 く 1961年以降の 府下で は

死者数で 第 1位，被害家屋数で は 1965年 の 台風

24 号，67 年の 台風 20 号に次 ぐ第 3位に位置づ け

られ る。 死者 ユ5名の うち 10名は屋外 で 洪水中の

溺死，他 の 5 名は土砂災害 に よ る生き埋め で ある。

負傷者 43 名中重傷は 14名で，屋外歩行中の 転倒

や転落が 多い 。 住宅被害の 全半壊 で は舞鶴市 26

戸
， 宮津市 17 戸が 多 く，半壊 の み で は伊根町 の

68戸が最 多で あ る。 浸水被害で は宮津市 の 2400

戸，舞鶴市 の 1904戸が 圧 倒的 に 多 く，っ い で 久

美浜町 511戸 ，大江町 472戸 ，加悦 町 267戸 と続 く。

浸水被害は 由良川 ， 大手川 ， 野田川 の 洪水氾濫 に

よる もの が深刻で あ っ た （図 5−2）。

　 5．2．2　野田川 ・ 大手川の 降水量と水位変化

　野 田川 ・大手川 の 降水量 と水位 の 時 間的変化

を図 5−3 に よ り検討す る 。 10 月 19 日 ・20 日 の

累 積 雨 量 は奥 滝 で 312　mm ，岩 戸 で は 334　mm

に達 した 20 日 8 時 よ り雨が 降 り 13 時頃よ り風

雨が強ま っ た 。 奥滝で は 16 時か ら 18時 の 間 に

毎時 30mm 以上が 降 り，18時 に 54　mm の 時間

最大 雨量 を記録 した 。 20 日 13 時か ら 19 時ま で

の 5 時間雨量 は 209mm で 20 日 の 降水の 77％

を占め る 。 20 時頃か ら風雨は弱ま り，23 時以 降

雨 は止ん で い る。次 に ，堂 谷観 測点 に おけ る野

田川水位の変化をみ ると ， 20 日 13時 20分 に警

戒水位 の 2．36m を突破，そ の 後ぐん ぐん 上昇 し
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て 17時 に 4．5m ，20 時 に は 4．7　m の 最高 水位 に

達 し た 。 23 時以後は低下 に転 じ た が ，21 日 2 時

に 4m ま で 低下，約 10 時間 に わ た っ て 2m 以

上の高水位を継続して い る。 さらに 21日 9時に

3m ，14 時に 2．54　m と非常に ゆ る や か な 速度 で

低下，警戒水位 に もど っ た の は 17 時で あ っ た 。

ピーク時洪水流量は 河口 で 512m ソs に 達 した と

推定され る （京都府資料）。

　
一

方，大手川 の 岩戸 で は 20 日 13 時頃よ り豪

雨 とな り， 15時と 16時に 48mm および 49　mm

の 最大時間降水量 を記録 し て い る 。 14 時か ら 17

時の 間は毎時 40mm 以上の 雨が連続 し，4 時間

で 20 日雨量 の 60％ に あ た る 179mm を 占め る 。

21時以降に 雨足は急速 に 弱 ま っ た。つ ぎに，水

とギ
．；
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位 変化 を京 口 観 測点 の 記 録か ら検 討す る と，13

時 10 分に警戒水位 1．5m を越え て か ら上昇速度

は 早 くな り，17 時 30 分 に は 3，87m の 最 高水位

に達 した。 こ の 間， 毎時 0，5m の 速度で 水位が

急 上 昇 し た 。 し か し ， 18 時以 降 は低下に 転 じ，

22 時 20 分に 堤高ま で 低下，約 7 時間に わ た っ

て 堤高以上の 水位が 続 き越流 し た こ とを示す。

21 日 1 時 30 分 に は 警戒水位 ま で も ど っ た 。 大

手川水位 の 上昇速度 は早 く
一

気 に最高水位に達

し， 1時間程 の 高水 位 が継 続 した後，再 び急速

に 低下す る特色 を もっ
。

ピ ー
ク時洪水流 量 は喜

多付近で 125m ：

ソs ， 河 口部で 261m7s と推定 さ

れ，計画高水量を上回 っ て い る （京都府資料）。

　5，3　丹後，野 田川 ・大手川流域の水害環境

　 5．3．1 地質と地形

　両流域 の 地質 ・地形条件 は 酷似 して い る。地質

は舞鶴帯に属す る大江山岩体 （カ ン ラ ン岩や蛇紋

岩を主体 とす る ） と丹後 ・但馬帯 に 属 す る 宮津花

崗岩類か ら構成さ れ る 。

一
方 ， 低地 を構成す る第

四紀層は段丘層と沖積層 とに 区分され る。 段丘 は

高位，中位，低位の 3群に 区分さ れ ，大部分が 砂

礫を中心 とする河成層か ら構成さ れ て い る。野田

川 ・大手川両河川 は 大江 山山地 に 源流域 を もち，

北流 して若狭湾西縁 の 宮津湾に そそ ぐ （図 5・2）。

山地 の 稜線 は高度 600〜 700m の 定高性を もっ
。

高度約 500m 以下 の 地域 は 主 に 花崗岩か ら構成

され，樹枝状谷 の 発達する侵食 の 進ん だ山地や 丘

陵が広 く分布す る 。 地表か ら数 m 〜 10m 程度 の

深層風化を受 けて お り， 河 川 の 流送土砂量 は大 き

い
。 野田川 と大手川 の 沖積平野 は断層線 に 支配 さ

れ た構造谷を な し，小規模で細長 い 低地が下流 ま

で 続 い て い る 。 上流で は急傾斜の土石流や 扇状地

の 性質 を もっ 谷底平野，下流で は低平な後背湿地

との 組み合わせ が特徴的で
， 野田川は河囗 に小規

模な 三角州を発達させ る 。

　　5．3．2　水理 条件

　両流域の 水理 条件 と災害指標値を表 5−1 に示

した 。 流域面積 は野 田川 と大手川の 比 は 3 ： 1，

流路延長 で 2 ：1，計画高水流量 で も 2．6 二1 と野
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表 5−1 野田 川 お よ び 大手用 の 水害環境 の 比較

旨 野 田 川 1 大手川

決域面積   ・　 i98
流域人目　人　　　 25β34
計醜 水涜蠱 酬 sl 　 710

洪紕 流量 鵬 　 i93

2922
，745270

　ア2

」

ピーク時出水洳1 酬 6

遷水面積 rほ
低地浸水串 ％

1 淺水戸数 声

陳 上浸 癬 ％

5噛2299
　 1

鰰

47531

　　26歪
　 　 　 　 　 き…

留 i2
留

゜ i

田川が大 きい 。 しか し，平均起伏比 で は 0．6 ： 1，

洪水比流量 で も 0，8 ：1 と逆 に 大手川 が 大 き くな

る 。 大 手川 は野 田川 よ り急 傾斜 の 小河川 で 洪水

比流量 が大 き く， 出水時間と水位上 昇速度 の 早

さ，洪水 ピ ー
ク流量 の 大 き い 点 に 特 徴 が あ る 。

さ ら に流域人 口密度は 野田川 の 3 倍 ， 戸数密度

で 3．5 倍に も達 し，大手川 の 洪水災害危険度が

極め て 大 きい こ とを意味する 。

　5．4　野 田川流域の災害

　 5．4．1水害の 歴史

　野 田川 は水害 を頻 発 して きた。岩滝町石 田 の

記録 に よ る と宝暦よ り明治 20年 頃 ま で の 約 130

年間に 14回の 洪水記録があ る
1）

。 およそ 10年 に

1 回程度の頻度で 洪水を発生 して きた 。 野田川町

石川 ・下山田地区 で は昭和 36年か ら 47年 ま で の

図 5−4　岩滝町 の 浸水域　斜線部 ：床下浸水　暗色

　　　 部 ：床上浸水 P ：排水ポ ン プ場 （岩滝町の

　　　 資料よ り編集）

平成 16年豪雨 に よ る土 砂 災害

間， 毎年 1〜 2 回の 田面冠水が 発生 し，稲 の 白葉

枯病や 黄化萎縮病が発生 して年間 20〜 60 ト ン の

米の 減収が生 じた 。 治水 と河川改修事業は 農民

に と っ て 切 な る懸案 とな っ て い た 。 過去約 20 年

間 の水害で は，野田川町 が最 も大 きな被害を受 け

たが
， 被害は徐々 に 軽減 さ れ て きた

。
しか し，加

悦町は明治 40年以来 の 大規模被害を受け た。ま

た ， 岩滝町で は床下浸水 の 戸数は増加傾向に あ っ

た が，今回 は最大数 と な っ た 。 主 な被害 は 475

戸 に 達す る家屋浸水で ， うち 150戸約 32％が 床

上浸水 と な っ た 。 ま た，農地の 浸水や 破堤 に よ

る土砂堆積，河岸侵食に よ る被害 も著 しか っ た。

浸水地区は 2eg　ha 岩滝町 の 三角州，野田川町

の 後背湿地，加悦町 の 谷底平野 と 3 地形区 ごと

に 独立 して 生 じて い る点が注 目され る （図 5−2）。

　 5．4．2　岩滝町の 被害，原因と対策

　本町 で の 顕著な被害は 279 戸 に達す る家屋 損

壊で あ る 。 こ れ は強烈 な北〜北東か らの 暴風 に

よ り屋根 や壁が破損 した 風害 で ，全域 に 点在す

る Q 床上浸 水は 24 戸，床下浸水 は 153戸，計

177 戸 で ，床上浸水率は 14％ で あ る 。 海岸 と国

道 178号 と に は さまれ た沿岸地区に被害が 集中

発生 し，立町，浜町，東町 な ど の 中心 市街地 の

約 5ha が 浸水 した （図 5−4）。 浜 町 で は 16時 頃

か ら家屋 に浸水が始 ま っ た 。 立町 で 18時〜 19

時の 間 に最高水位 に達 し，22 時〜 23 時頃に 水

位が 低下 し始 め た 。 水深 は 20 〜 50cm に 達 し，

盛土 の 低 い 家屋 で は床上 浸水 に な っ た 。 浜町 で

の 浸水痕跡か ら
， 最高水位は TP 　l40　cm と測定

さ れ た 。

　原因 と対策 ：今回 の 浸水域 は地盤 高 1．5m 以

下 の 沿岸低 地帯 と一致す る。近年，国道 178 号

バ イパ ス が海岸 よ り最大 200m 沖側 の 海中に計

画さ れ，そ れ に 伴 う埋 立 工 事が終 r し市街地 の

排水は 3 ヶ 所に新設さ れ た ポ ン プ （図 5−4 の P）

に よ り阿蘇海 へ 放出する排水 シ ス テ ム に変更 さ

れ た 。
ポ ン プ排水は阿蘇海 の 水位が TP　100　cm

以下 の 範 囲 ま で 可能 だ が，水 位 が それを越 す と

排水不能とな る設定で あ る。 図 5−5 は岩滝町須

津 に お け る風速 ・風 向 の 変化 を示 す。20 日 17
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時に 46m ／s，19 時に は 46．8m ／s の 最大瞬間風

速を記 録 した 。 13時以降の 風向は北北東が 卓越

した 。 阿蘇海 の 潮位記録が な い た め舞鶴海洋気

象台 の 記録 を 示す 。 20 日 16 時〜 19 時 の 間 は 29

mm か ら 37　mm へ 潮位は高ま っ て きた 。
こ の 時

間帯 は瞬間最 大風速 40m ／s 以 上 が継続 して い

た 時期で あ る 。 阿蘇海 の 平均潮位 は
一

般 に TP

20〜 40cm の 範囲 に あ る が，最高水位 は TP 　140

cm ま で 達 した 。 こ の 原 因は北東か ら の 暴風 に

よ り海水が沿岸 に 吹 き寄せ られ て 高潮が 発生 し

た こ と に求め られ る 。 ポ ン プ排水上限 の TP 　100

cm は か っ て の 最高潮位 97．5　cm を基準 に設定 さ

れ た と思わ れ る が ，余裕が極め て 少 な い 。 せ め

て TP　150　cm ま で 引 き上げ るべ きだ ろ う。 また，

ポ ン プ場 の 潮位計は役場等 で 常時監 視 ， 観 測 で

きる テ レ メ
ー

タ化 が 早急 に 望 まれ る。

　　5．4．3　野 田川町 の 被害，原因 と対策

　被害は家屋損壊 26棟， 浸 水家屋 32棟 （床上

は 1戸 ）で 他町に くらべ て 軽 微 で あ る。浸 水面

積は 後背湿地 を中心 に約 140ha と 3 町中最大 で

あ る 。 浸水域 は図 5−6 に示す よ う に 堂谷狭 窄部

よ り上流の 石川，下山田両地区に生 じた が，被

害 は軽微で あ っ た 。 野田川 と亀山川 との 合流部

付近 で は 15 時 頃 か ら亀山樋門 の 越流堤か ら野田

川 の 水が逆流 して 低 地に 流 れ込 む の が観察 され

て い る 。 そ の 後，水位 は ぐん ぐん 上昇 して 19 時

に 160cm ，21 時に は 190　cm ま で 上 昇 した 。 翌
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日 2 時以 降に水位は低下 した とい う。 兵右衛門

橋左岸で も，16時 30分 よ り不連続堤か ら の 逆

流 に よ り浸水が始 ま り，20 時頃に は 上 流か らの

氾 濫 水 も混 じ っ て 最 高水 位 の 120cm を 記 録 し

た
。 翌 日 3 時 30 分頃に 水位 は低下 して い っ た

。

　原 因 と対策 ：野田川 の 水位 は最高 4．7m に 達

した が ， 破堤 も越流 もしな か っ た 。 改修工 事 に

よ り堤高が 5．75m の 新堤防に よ っ て 守 られ た た

め で あ る。 今回 の 浸水は新川，亀山川，香河川，

水戸川 な ど の 支流 河川 の 越流 に よ る内水災害 に

よ る もの が中心 だ 。 支流 河川 は排水能力 を超 え

る流水を受 け越流 した 。 ま た ， 下山田 や 石川下

地地区で は越流堤や 約 60m の 無堤部か ら野田川

が逆流 して 流れ込 ん だ 。 浸水被害が 僅少だ っ た

の は 地域住 民 が 低 地 の 遊 水地 的性質 を 熟知 し て

お り，居住 地 と して 利用 し な い か ら で あ る 。 し

か し，国道 176号国道沿 い に商業 ・サ ービ ス 系

店舗や住宅が 増加 して き た 。

一般に，十分な 盛

土をお こ な って い るた め 大 きな被害 に は至 らな

か っ た 。 しか し，今後 の 被害を抑制す る た め に

土地 利用の 規制 ，浸水実績 図や浸 水深度，避難

経路 などを表示 して 危 険度を周 知 させ る取 り組

み が必要で あ る 。

　 5．4．4　加悦町 の 被害，原因 と対策

　本町 は浸水面積 131ha，浸水家屋 276戸，そ

の うち 47％ の 125戸が 床上浸水と い う流域最大

の 深刻な被害を受け た （図 5−6）。 また，河川沿

い の 農地 へ の 土 砂堆檳や農業施設 の 破壊，河岸

侵食に よ る農地 の 流 出な どの 被害 が広域的 に 発

生 して い る 。 加悦市街地 付近 の 野 田川 堤 防 が 6

地点 で 破壊 され た 。 破堤は 出合橋か ら順気橋付

近ま で の 約 1   の 区間 に集中 ， 破堤部か ら堤

内地 に 氾濫水が 流入 し加悦 市街地の 大半が 浸水

した 。 破堤部の 総延長 は約 560m に 達す る 。 こ

の う ち，順気 橋左岸以外 の 5 地点 は新期改修が

未着工 の 旧堤防で の 破堤で あ る。 また，滝川 は

左岸か ら堤防の一部 を破壊 し て 越流 し，野田川

の 氾濫水 と合流 して 市 街地 へ 流下 し て い っ た 。

　 図 5−7 に は氾 濫水 の 流向 と 浸 水深度 を示 す 。

野田 川 は 15 時頃か ら越 流が 始 ま り ， 破堤 は 17
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図 5−6 野 出 川町 ・加悦町 の 浸水域 と水深 点部 ；

　　 　 浸水域 　数値 は 浸水深度，　 × は 破堤 地 点

時 30分〜 40 分 の 間に集中的 に発生 した と推定

さ れ る 。 市街地 や 町役場付近 で は 18時直前 に浸

水が 始ま り
一気に最高水位 ま で 上昇 した 。 水深

は 80cm 〜 150　cm が 測定 さ れ ，加悦奥川 右岸

堤防付近で は 180cm の 最高水位が 測 定され た。

水位は 22時 30分頃か ら急 に 低下 したが， こ れ

は加悦奥川 の 右岸堤が 内側 よ り破壊 され排水が

一気に進ん だ ためだ 。

一
方 ， 氾濫水が地 表傾斜

に 従 っ て 北 へ 流下 して い く際 圃場整備 に よ る

顕著な段差が で きた水田 で は 畦畔や 農道が侵食

に よ っ て 著 しく破壊 さ れ た 。 段差部で 水流が滝

と な っ て 落下 し た た め 激 しい 侵食力が は た ら い

て 侵食溝が え ぐられ，そ の 直下に 落堀を形成す

る 。 段差直下 に 設置 さ れ た 東西両岸域を結ぶ ア

ス フ ァ ル ト道路や排水溝 は大 き く破損 し，一時

は 東西道路 の 多 くが通行不能 に な っ た 。
こ れ は

緊急 対応時に おけ る大 きな問題だ 。

　原因 と対策 ： 被害 は野田川堤防の 破堤 と滝川

の 越流 に よ り大量 の 氾濫水が堤内地へ 流入 した

こ とに よ る 。 破堤が発生 した区間は第 1期改修工

事 （昭和 6年に完工）に よ る古い 堤防部に あた り，

’ド成 16年豪雨に よ る士砂災害

図 5−7　加悦 町 市街地付近 の 被害分布　暗色部 ：床

　　　 上浸水　数値 ：浸水深度　 ×　破堤地点

堤 高 は約 3．2m ，流路 幅約 7．5　m で あ っ た。 こ れ

は 1日堤防 の 排水能力 と強度を越え る流水量 に達

した こ とを示す 。 上流部 の 新期改修事業を早急 に

取 り組む こ と が 緊急の課題で あ る 。 さ らに ， 滝川

と温江川 の 合流点よ り下流 500m 以内で すべ て

の 破堤が発生 した 。 こ れ は両河川 か らの 流入量増

加 が 深 く関与 した こ と を示す 。 新堤防が 破堤 し た

順 気橋左岸 で は 内水 の もどり に よ る堤内側か ら

の 浸透や侵食 に よ る もの で あ っ た。 新堤防の 構造

的弱点 を示す もの で あ る。 市街地付近 の 深刻な浸

水の 原因は氾濫水が 加悦奥川右岸堤防に よ っ て

トラ ッ プ さ れ，約 4 時間に わ た っ て最大 180  

の 高水位が継続 し た 。 22時 30 分頃に堤防が 内水

に よ り決壊，一気に 排水さ れ て水位が 低下 した 。

こ の 部分は堤高を低 くして 越流堤にするか，水位

調整用 の 樋門設置が必要だろ う。

一
方 ， 農地を削

平，盛土 して 河床 と の 比高を低め た圃場整備事業

は河川管理 や 防災面を全 く無視 ， 放置 して きた点

に 問題が あ る 。 ま た，加悦町役場は 2002年に 河

岸低地に 移転 し，床上約 20  の 浸 水被害を受

けた。 公的機関 の 水害危険地区へ の 移転が被害拡

大 の 背景を な した 例で あ る 。
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図 5−8 大手川流域 の 浸水域 と水深，浸水開始時刻

　　 　 お よ び高水位 の 継続時刻　点部 ：浸水深度

　　　 lm 未満　暗色部 ：浸水深度 1m 以上

　5．5　大 手川流域 の 災害

　 5．5．1 水害の 歴史

　大手川 は 大 雨 の た び に 水害を発生 さ せ，昭和

28年か ら今回まで に 17回を記録 して い る 。 1000

戸以上 の 浸水被害 と して 昭和 28年 9 月台風 13

号 に よ る 1628戸 （う ち床上 659戸）， 昭和 34年

伊勢湾台風 の 1247戸 （うち 床上 684戸），今回

の 2400戸 （う ち床上 1491 戸） の 3 例 が あ る
2 ）

。

ユ61

　注 目す べ き は ， 平成 2 年以 前 は約 150mm 以

上 の 降水 で 浸水被害が 発生 して い た が、平成 10

年以後は 80〜 90mm の 降雨で も被害が生 じる

よ うに な っ た
。

こ れ は 流域 の 流 出率増加 と 出水

時間の早期化に よ り大量 の 流水が
一

気 に大于川

に 集中す る よ うに な っ た結果 と考 え られ る 。 今

災害 で は 大手川を は じめ 今福川，滝馬川，如願

寺川 な ど で 土石流，越流 と氾濫 によ り大規模な

被 害 が 発生 し た 。 約 2400戸 が 浸水，そ の 62％

に あた る 1491戸 が床 上浸水 で あ っ た。

　　5．52 　宮津市街地付近 の 被害，原因と対策

　大手川流域の 浸水域 と水深の分布を図 5−8 に

示 す 。 宮津 市街地 の 位置す る後背湿地 は 完全 に

浸水 した 。 大手川 は破堤 して お らず，河道全域

か ら越流 ，氾 濫 し た。浸水深 が 1m 以 上 に 達 し

た の は，善光橋よ り下流の 河道沿 い の 地 区で，

百合が 丘団 地 で 水 深 13G〜 150　cm ，宮 村 や 松

原 の 河岸地 区で は 140〜 170cm に 達 して お り，

水深が最 も大 きい 。 東岸の 辻町で も水深 130〜

150cm ，柳 馬場 の 宮津小学 校周辺 や 鶴賀 の 宮津

駅前 付近 で 水深 100〜 110cm の 地域が 広 く分布

す る 。 本 町通周 辺や市役所付近で は 30〜 50cm

と 軽 微 で あ る。島崎や 新浜 の 埋立地 で は 50cm

〜 80cm と大 き く， 平成 期の 新埋立地で は 40

cm 程度 と再び 浅 く な る 。 聞 き取 り に よ る 浸水

開始時刻お よ び高水位継続時刻を図 5−8 に示す 。

喜多 で は 15 時頃 か ら越流が 始ま り農地に 浸水 し

て い っ た 。 松原地区で は 16時頃，島崎や新浜 で

は 17時頃か ら浸水が開始 され た 。 喜多か ら河口

の 島崎ま で 約 2 時間，時速 約 1．5km で 氾濫水が

波及 して い っ た 。 こ の 洪水伝播速度 は昭和 10年

京都大水害の高野川筋 の もの
Z ］

に近 い
。

　 原因 と対策 ：大手川水位 は 15 時頃か ら喜多付

近や上流域で越流 しは じめ，約 7時間後 の 22 時

頃 ま で 堤高を越え る水位が 継続 し た 。 こ れ は排

水能力の 不足す る河道に過大な流水が集中 して

全域か ら越流 し た こ と が 原因 で あ る 。 大于川低

地 の 全域が水没 した が，下流 の 本町通を中心 と

す る地 区で は砂州の 微高地 に位置す るた め
， 浸

水は軽微だ っ た 。 沿岸の新期埋立 地 で は水深が
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小さ い 。 浸水被害発生の原因を豪雨 と大手川の

越流 の み に 求 め る こ と は適当で な い 。 明治期以

来今 日 ま で ，人手川 で は改修工 事 は行わ れ ず放

置され て きた 。 さ ら に，300mm 程度 の 豪雨 は

昭和 47 年 （342mm ）や平成 2 年 （284　mm ） に

も発生 して お り，予 想可能 な範 囲 で あ っ た 。 大

手川流域で は昭和 40年以 降の 都市化に よ り河道

沿 い の 百合が丘団地 な ど多 くの 住宅地開発が進

行 し，昭和 50年以 降 は府道綾部 ・大江宮津線

沿 い に 商業 ・工 業施設 も進出 し て 無秩序 な都市

的土地利用 が 拡大 し続 けた 。 大型開発事業 と し

て t 昭和 63 年 に は KKR 宮福線が 開業 t 平成 2
〜 15 年に京都縦貫道建設 と宮津イ ン タ

ー
チ ェ ン

ジ の 工 事が 行われ，流域の 水文環境は激変 した 。

大規模 な山地斜面 の 切取 りや谷埋め が 実施 さ れ，

コ ン ク リ
ー ト壁や ア ス フ ァ ル ト面が 急増 した 。

こ れ ら が 出水率 の 増加 や出水時間の 短期化を大

き く促進 し，洪水 ピ ー
ク時 に 過大な流量 とな っ

て 堤高を 1m 以 上上回 り， 大水害の 背景を っ く っ

た 。 今回 の ピー
ク流量 は 261m3 ／s で あ り，激特

指定に よ る改修事業で は計画降水量 270　m
’7s と

し，今後の 洪水流量増加の予想か ら み て 極め て

余裕が 少な い 。 ま た，改修 事業の み に 依存 せ ず、

水害防備林，水除け堤 に よ る住宅地 の 囲 い，遊

水地や沈砂池な ど 柔軟 な 治 水対策を と る必 要が

あ る。 そ して ， た びた び の 水害 を被 りなが ら，

改修事業を実現 し得な か っ た市民 の 災害 へ の 意

識 河川や治水 ・水防の 軽視 ， 行政 の あ り方な

ど に っ い て 分 析 し，防災意識 の 向上 や 河川 と社

会 との 接点を考えなおす必要があ ろう。

5．6 要約

1）豪雨　23号台風 に よる山地域 の 総降水量

　　約 300mm は過去 1953，1990 年に も記 録

　　され て お り，想定外の 大雨 とはい えな い
。

　　災 害 の 素 因 と して 重 要だ が ， 主 原因 と考

　　 え る こ とはで きな い 。

2 ）河川管理　河 川改修 の 有無 とそ の 性質 は

　　災害を大 き く支配 して い る 。 野田川で の

　　2 回の 改修事業の 効果 は 見事に 表れ て い

　　る 。 しか し，野田川上流 の 旧堤防や 大手

平成 16年豪雨に よ る土砂災害

　 川の 未改修河川に お い て 大規模 な破堤 や

　 越流 が 発生 して 被害 を深刻 な もの と した 。

3 ）地域社会　河川や治水 に 対する意識が 被

　 害様相に 大 き く関 与す る 。 水害常習地 域

　 をか かえ る 野 田川 の 農村 地域 が水害 軽減

　 や改修事業要求 の た め に 共同体的意識 と

　 水管理 へ の 強い 関心を もち続 け た の に 対

　　し，第 3 次産業を 主体 と し多様 な意識 と

　 要望 を もっ 都市的住民 の 多 い 宮津市大 手

　 川 で は水害が頻繁 に 発生 し た に もか か わ

　　らず，河川 改修や災害意識が共通 課題 と

　　して 共有 さ れ運動 と して 高揚 した こ と は

　 なか っ た 。 水害や 防災へ の 意識や 認識度

　 が 被害発生の 質と量を支配 した 。

4 ）流域開発　流域 の 開発 は 河川 の 水文環 境

　 を変 え る 。 よ り多量 の よ り早期 の 出水が

　 河川 負担 を大 き くす る 。 災害危険性を無

　 視 した土 地 開発，居住や生 産施設 の 増 加

　 は被害主 体を増大 さ せ
， 河川改修 な ど管

　 理事業実施 の 速度を上 回る 。 こ う した 状

　 況の 中で，今災害，特 に宮津市お よ び 加

　 悦町 に お け る大規模災害が 発生 して い る
。
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